
高校理科における科学的探究能力の育成

―「探究見える化シート」を活用した学習活動を通して―
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手立て１ 科学的な探究の過程を意識した授業

手立て２ 「探究見える化シート」を用いて

思考のプロセスを可視化

【成果】 【課題】

仮説に対して検証計画を

記述する問題の平均点

９.７点 １９.９点

実験に対して考察と結論を

記述する問題の平均点

事前 事後

７.７点
１５.６点

科学的探究能力の育成に

効果あり

・思考のプロセスの理解が十分でない生徒もいたので、

「探究見える化シート」を授業で繰り返し使用する。

科学的探究能力を身に付け、

自らの力で探究できる生徒

授業実践Ⅱ

「定常波」

授業実践Ⅰ

「自作ばね（実験）」

・課題研究の場面でも「探究見える化シート」を使用する

ことで、科学的探究能力を汎用的に使えるようにする。

（ 満点 30点 ）

（ 満点 36点 ）

【結論】「両側から同じ連続波を送る
と、どのような波が生じるか」という
テーマでウエーブマシンの実験を行い、
波が進行せず、その場で振動する定常波
が生じるという結論を得た。

目指す生徒像

【考察】(A)仮説は偽である。(B)
ウエーブマシンの実験データか
ら、(C)波がその場で振動している
ように見えたので、そのように判
断した。このような結果が得られ
たのは、(B')重ね合わせの原理か
ら、(C')それぞれの波は進行して
いるが合成波はその場で振動する
ためと考えられる。


